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研
修
会
な
ど
の
実
施
を
決
め
る

７
月
度
理
事
会
を
リ
ア
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
７
月

５
日
、
令
和
４
年
７
月
度
理
事
会
を
、
全
国
家
電
会
館

１
階
会
議
室
に
お
い
て
、
リ
ア
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
両
方
で

開
催
し
た
。

理
事
会
で
は
、
今
後
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
、
リ
ア
ル
で
の
開
催
が
可
能
な
行
事
や
研
修

会
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
等
を
十
分
に

行
っ
た
上
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
（
写

真
は
シ
ー
テ
ッ
ク
２
０
２
２
の
会
場
）。
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７
月
度
理
事
会
は
、
会
場
に
は

屋
宮
芳
高
理
事
長
、
松
本
年
生
副

理
事
長
、
小
池
一
義
副
理
事
長
、

鳥
居
和
久
会
計
理
事
、
川
鍋
季
明

理
事
（
流
通
近
代
化
委
員
長
）、
市

村
康
徳
理
事
（
労
務
委
員
長
）、
花

岡
克
己
理
事
（
組
織
委
員
長
）、
藤

巻
宏
直
理
事
（
教
育
情
報
委
員

長
）、
岩
田
善
行
理
事
、
飯
田
和
信

理
事
、
角
田
浩
永
理
事
、
東
海
林

尊
信
理
事
が
出
席
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
は
、
藤
木
正
則
相
談

役
理
事
、
高
野
榮
造
理
事
、
足
立

哲
雄
理
事
、
竹
村
元
秀
理
事
、
八

巻
秀
次
理
事
、
小
島
寿
之
理
事
、

樋
口
亘
理
事
、
坂
本
明
監
事
が
出

席
し
た
（
順
不
同
）。

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
理

事
長
が
、「
５
月
に
無
事
、
第
７３

回
通
常
総
会
も
終
了
し
、
大
き
な

仕
事
が
１
つ
終
わ
っ
た
。
こ
れ
も

皆
様
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い

る
。コ

ロ
ナ
の
状
況
も
落
ち
着
い
て

き
た
か
と
思
え
ば
、
こ
の
数
週
間

挨
拶
す
る
屋
宮
理
事
長

で
感
染
者
数
が
増
え
て
き
て
お

り
、
元
通
り
に
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
気
を
許
せ
な
い
状
況

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
７
波
（
当
時
）

が
く
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
に
考
え
が
あ
り
、『
組
合
は
こ

の
よ
う
に
す
る
』
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
決
め
て
い
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
色
々
な
こ
と
が
始
ま
る
か
と

思
う
。
夜
の
飲
み
会
な
ど
も
始
ま

る
か
と
思
う
の
で
、
対
策
を
立
て

て
進
め
て
ほ
し
い
。

業
界
の
状
況
と
し
て
は
、
半
導

体
不
足
等
が
継
続
し
て
い
る
。
ま

だ
ま
だ
納
期
が
掛
か
る
も
の
も
あ

る
。
一
部
で
は
、『
も
し
か
し
た
ら

景
気
が
悪
く
な
る
の
で
は
な
い

か
』
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
た
く

さ
ん
発
注
し
た
も
の
が
、
入
っ
て

き
た
途
端
に
出
な
く
な
る
よ
う
な

可
能
性
も
あ
り
得
る
。
そ
れ
ぞ
れ

情
報
を
収
集
し
な
が
ら
対
策
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
月
に
は
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
を
、
リ
ア
ル
で
無
事
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

月
１０

に
は
シ
ー
テ
ッ
ク
を
リ
ア
ル
で
開

催
す
る
方
向
で
動
い
て
い
る
。

少
し
ず
つ
、
通
常
の
展
示
会
も

始
ま
っ
て
い
る
。我
々
の
仕
事
も
、

今
ま
で
営
業
活
動
を
活
発
に
で
き

な
か
っ
た
が
、
活
発
に
行
い
、
物

の
供
給
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き

た
い
。

今
年
は
、
梅
雨
が
早
く
明
け
、

台
風
も
き
て
、
各
地
で
局
地
的
に

氾
濫
も
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
気
候
の
問
題
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
７
月
、
８
月
に
掛
け

て
、十
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
、

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。
議
長
を

屋
宮
理
事
長
が
務
め
、
理
事
会
が

開
始
さ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
の
報
告

事
務
局
か
ら
の
報
告
で
は
、
渡

辺
勤
事
務
局
長
か
ら
、
第

回
通

７３

常
総
会
の
収
支
に
つ
い
て
、
報
告

が
行
わ
れ
た
。

通
常
総
会
は
５
月

日
に
開
催

１３

し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
規
模
を
縮
小
し
て
実
施

さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

た
。

〈
各
委
員
会
報
告
〉

ま
た
各
委
員
会
か
ら
は
、
以
下

の
よ
う
に
報
告
が
あ
っ
た
。

７
月
度
理
事
会
を
開
催
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Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
リ
ア
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
の
開
催
と
な
っ
た

組
織
委
員
会（
花
岡
克
己
委
員
長
）

組
織
委
員
会
か
ら
は
、
組
合
員

の
移
動
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
、
令
和
４
年
７
月
１
日
時
点
に

お
い
て
、組
合
員
数
は
１
２
０
社
、

賛
助
会
員
は

社
と
な
り
、
増
減

２５

が
な
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。ま

た
、
花
岡
委
員
長
は
「
７
月

５
日

時

分
か
ら
、『
電
子
部
品

１５

３０

の
基
礎
知
識
』
と
題
し
た
組
合
講

演
会
を
開
催
す
る
。

社
以
上
か

３０

ら
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
数
と

な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
理
事
の
皆

様
も
時
間
が
あ
れ
ば
、
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
語
っ
た
。

屋
宮
理
事
長
も
「
で
き
れ
ば
、

人
気
の
あ
る
講
演
な
の
で
、
継
続

し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。ぜ

ひ
、
ご
参
加
い
た
だ
き
、
皆

様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。

労
務
委
員
会（
市
村
康
徳
委
員
長
）

労
務
委
員
会
か
ら
は
、
第
１
０

７
回
親
善
野
球
大
会
の
開
催
に
つ

い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
９
月
４
日

か
ら
大
宮
け
ん
ぽ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
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が
説
明
さ
れ
た
。

市
村
委
員
長
は
、「
過
去
５
回
、

大
会
が
中
止
に
な
っ
て
お
り
、
第

１
０
７
回
大
会
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る

先
行
き
の
不
透
明
さ
が
あ
る
が
、

ぜ
ひ
と
も
開
催
し
た
い
」
と
語
っ

た
。流

通
近
代
化
委
員
会
か
ら
は
、

５
月

日
〜

日
に
掛
け
て
開
催

１５

１７

さ
れ
た
「
電
子
機
器
卜
ー
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
２
」
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

川
鍋
委
員
長
は
「
同
展
は
、
最

終
的
に
２
万
８
千
人
近
く
の
来
場

者
が
あ
っ
た
。
昨
年
の
同
展
に
比

べ
る
と
、
出
展
者
も
多
く
な
り
、

人
が
多
く
、
景
色
が
違
っ
た
。

会
場
で
は
、
成
電
社
ブ
ー
ス
に

人
だ
か
り
が
で
き
、
話
を
聞
い
て

み
る
と
、
人
手
不
足
の
中
、
電
子

部
品
の
組
み
立
て
作
業
を
見
え
る

化
し
、
ソ
フ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
、
ベ
テ
ラ
ン
が
い
な
く
て

も
手
順
を
教
え
て
く
れ
る
ソ
フ
ト

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
岡
本
会
長
も
『
外
に

発
信
し
て
い
く
も
の
が
ほ
し
い
』

と
語
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
１

流
通
近
代
化
委
員
会
（
川
鍋
秀
明

委
員
長
）

社
で
は
で
き
な
い
の
で
、
皆
で

や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

の
来
年
に
向
け
た
反
省
会
を
行

い
、
よ
り
良
い
こ
と
が
で
き
な
い

か
を
検
討
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

教
育
情
報
委
員
会
か
ら
は
、

（
１
）
機
関
誌
『
東
京
電
機
卸
』

広
告
申
込
み
状
況
に
つ
い
て
、

（
２
）
第

回
新
鋭
社
員
６
カ
月

３３

後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
に
つ

い
て
、（
３
）
成
果
を
上
げ
る
ハ
イ

イ
ン
パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
修
に
つ
い
て
、
報
告
が

行
わ
れ
た
。

藤
巻
委
員
長
は
（
１
）
に
つ
い

て
は
、
一
覧
表
を
基
に
、『
東
京
電

機
卸
』
へ
の
協
賛
広
告
申
込
状
況

に
つ
い
て
説
明
。

（
２
）
に
つ
い
て
は
、
４
月
４
日

〜
６
日
に
掛
け
、
新
鋭
社
員
早
期

戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
、

社
か
ら

名
ほ
ど
が
参
加
し
た

１４

５０

が
、
こ
の
時
の
参
加
メ
ン
バ
ー
と

既
卒
３
年
ま
で
の
社
員
を
対
象

に
、
６
カ
月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
を
開
催
。
日
時
は
９
月
２
日

と
な
る
こ
と
を
説
明
。

教
育
情
報
委
員
会
（
藤
巻
宏
直
委

員
長
）

（
３
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
た
成
果
を
上
げ
る

ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
、
リ
ア
ル
で

開
催
。
研
修
は
２
回
セ
ッ
ト
と

な
っ
て
お
り
、

月

日
と
令
和

１１

１８

５
年
２
月

日
に
Ｊ
Ｉ
Ｎ
コ
ン
サ

１７

ル
テ
ィ
ン
グ
の
坂
本
仁
氏
を
講
師

に
招
き
、
開
催
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
を
報
告
し
た
。

屋
宮
理
事
長
は
「
こ
の
成
果
を

上
げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
は
、
前

回
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
行
わ
れ
、
半
日
を

掛
け
て
行
わ
れ
た
。
今
回
は
ぜ
ひ

リ
ア
ル
で
行
い
た
い
。

こ
の
研
修
は
、

月
の
研
修
で

１１

自
ら
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
３
カ
月

後
の
研
修
で
、
そ
の
成
果
を
発
表

す
る
。
積
極
的
に
ご
参
加
を
お
願

い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

な
お
、
青
年
部
会
活
動
状
況
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
活
動
を
控
え
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
事
務
局
か
ら
、
次
回
の

理
事
会
を

月
９
日

時

分
か

１１

１４

３０

ら
開
催
、

時

分
か
ら
組
合
講

１５

３０

演
会
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
、
７
月
度
理
事
会
は

終
了
し
た
。
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Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
会
場
で
名
簿
等
を
配
布

シ
ー
テ
ッ
ク
２
０
２
２

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
２

（
シ
ー
テ
ッ
ク
）
が
、

月

日

１０

１８

〜

日
の
日
程
で
、
幕
張
メ
ッ
セ

２１
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
開
催
さ
れ
、

月
１
日

１０

〜

月

日
ま
で
公
開
、
全
国
電

１０

３１

子
部
品
流
通
連
合
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）

も
出
展
し
た
。

主
催
は
、
電
子
情
報
技
術
産
業

協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）、
共
催
は
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
協
会

（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｊ
）
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

協
会（
Ｓ
Ａ
Ｊ
）。
出
展
者
数
は
５

６
２
の
企
業
・
団
体
。
２
０
１
９配布した特製エコバッグと名簿

年
に
リ
ア
ル
開
催
さ
れ
た
際
の
出

展
者
数
に
比
べ
る
と
、約
３
割
減
。

し
か
し
、初
出
展
は
２
６
６
企
業
・

団
体
と
な
っ
た
。

シ
ー
テ
ッ
ク
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ

ル
空
間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
社
会

で
あ
る
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
」
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
も

の
。出

展
エ
リ
ア
は
、
目
玉
と
も
言

え
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
パ
ー
ク
」、

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
＆
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
」、ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
製

品
発
表
、
商
談
等
を
行
う
「
ト
ー

タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」、「
キ
ー

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」、「
ス
マ
ー
ト
×

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
」、エ
リ
ア
規
格

の
な
い
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
の
６
種

類
と
な
っ
て
る
。

会
場
で
は
、
空
間
に
も
の
が
存

在
す
る
よ
う
に
、
高
精
細
な
３
Ｄ

映
像
が
浮
か
び
上
が
る
京
セ
ラ
の

高
精
細
空
中
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
、

娯
楽
か
ら
社
会
活
動
ま
で
様
々
な

仮
想
空
間
の
使
い
方
を
提
案
す

る
、
メ
タ
社
（
旧
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
）
の
「
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２

０
２
２
」（
メ
タ
バ
ー
ス
エ
ク
ス
ポ

ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
２
）
な
ど
の

ブ
ー
ス
が
人
気
で
、
見
学
・
体
験

す
る
た
め
、
来
場
者
の
長
蛇
の
列

が
で
き
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
ア
ピ
ー
ル

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
は
、
シ
ー
テ
ッ
ク
２

０
２
２
に
参
画
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
紹

介
や
、
会
員
各
社
の
連
絡
先
、
各

地
区
団
体
の
活
動
報
告
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
、『
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名

簿
２
０
２
３
』
を
配
布
。

出
展
し
た
エ
リ
ア
は
キ
ー
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
で
、
当
日
は
東
京
都
電

機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

の
理
事
や
会
員
会
社
社
長
ら
と
と

も
に
、
渡
辺
勤
事
務
局
長
が
Ｊ
Ｅ

Ｐ
ブ
ー
ス
に
立
ち
、
来
場
客
に
Ｊ

Ｅ
Ｐ
を
紹
介
。
名
簿
の
活
用
を
積

極
的
に
呼
び
掛
け
た
。

ＪＥＰブースで名簿を配布
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優
勝
は
角
田
無
線
Ａ
、準
優
勝
は
グ
ロ
ー
セ
ル

第
１
０
７
回
親
善
野
球
大
会

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

第
１
０
７
回
親
善
野
球
は
、
２１

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
２
０
２
２
年

９
月
４
日
に
開
幕
、

月

日
に

１０

１６

決
勝
戦
が
開
催
さ
れ
た
。

決
勝
戦
は
、
グ
ロ
ー
セ
ル
と
角

田
無
線
電
機
Ａ
チ
ー
ム
が
激
突
。

角
田
無
線
電
機
が
１
回
に
４
点
、

２
回
に
３
点
を
重
ね
て
リ
ー
ド
。

グ
ロ
ー
セ
ル
も
５
回
に
２
点
を
返

す
が
、そ
の
後
１
点
を
取
ら
れ
、角

田
無
線
電
機
が
優
勝
を
飾
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
市
村
康
徳
労
務

委
員
長
が
「
来
年
に
な
り
コ
ロ
ナ

が
落
ち
着
い
て
き
た
ら
、
お
誘
い

合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
チ
ー
ム
、

３０

グローセル対角田無線電機Ａチームによる決勝戦

市村委員長が優勝旗を授与

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
大
会
に
し

４０て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
優
勝
旗

と
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
授
与
が
行
わ
れ

た
。
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左から、秋葉ＨＥＲＯＥＳチーム、菱和・金大・浜田チーム、グローセルチーム、角田無線電機Ａチーム

優勝した角田無線電機Ａチーム

〈
団
体
賞
〉

○
優
勝
・
角
田
無
線
電
機
（
Ａ

チ
ー
ム
）

○
準
優
勝
・
グ
ロ
ー
セ
ル

○
第
３
位
・
菱
和
・
金
大
・
浜
田

○
第
４
位
・
秋
葉
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｓ

〈
個
人
賞
〉

○
優
勝
監
督
賞
（
優
勝
チ
ー
ム
）

／
嶋
崎
裕
和
（
角
田
無
線
電
機
）

○
殊
勲
賞
（
優
勝
チ
ー
ム
）
／
清

藤
裕
己
（
角
田
無
線
電
機
）

○
最
優
秀
投
手
賞（
優
勝
チ
ー
ム
）

／
三
平
準
（
角
田
無
線
電
機
）

○
敢
闘
賞
（
準
優
勝
チ
ー
ム
）
／

大
橋
秀
一
（
グ
ロ
ー
セ
ル
）

○
敢
闘
賞
（
第
３
位
チ
ー
ム
）
時

本
亮
（
菱
和
・
金
大
・
浜
田
）

○
敢
闘
賞
（
第
４
位
チ
ー
ム
）
青

山
行
志
（
秋
葉
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）
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組
合
講
演
会

電
子
部
品
の
基
礎
講
座
を
開
催

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

の
組
織
委
員
会
と
教
育
情
報
委
員

会
は
７
月
５
日
、
花
岡
無
線
電
機

品
質
管
理
部
顧
問
の
久
保
田
豊
氏

を
講
師
に
招
き
、
電
子
部
品
基
礎

講
座
と
題
し
た
組
合
講
演
会
を
開

催
、１
０
０
名
以
上
が
参
加
し
た
。

開
催
に
当
た
り
、
花
岡
克
己
組

織
委
員
長
か
ら
「
本
日
は
電
子
部

品
の
基
礎
講
座
と
な
る
。
当
組
合

は
卸
組
合
と
い
う
こ
と
で
、

年
１０

以
上
前
か
ら
青
年
部
と
し
て
活
動

し
て
お
り
、
組
合
な
ら
で
は
の
活

動
が
で
き
な
い
か
を
模
索
し
、
電

子
部
品
の
講
座
が
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
な
か
な
か
講
師
が
お

ら
ず
、悩
ん
で
い
た
が
、そ
う
い
っ

た
こ
と
を
説
明
で
き
る
、
当
社
の

品
質
管
理
部
の
久
保
田
顧
問
が
い

る
で
は
な
い
か
と
考
え
、
当
社
の

新
人
研
修
の
内
容
か
ら
、
参
加
者

に
商
社
の
営
業
の
方
な
ど
が
多
い

た
め
、
そ
う
い
っ
た
方
に
合
う
よ

う
に
変
更
し
、
開
催
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
当
社
は
放
送
局
向
け

の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
た
め
、
少
し

そ
ち
ら
に
寄
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
全
般
的
な
電
子
部
品
に
つ
い

て
、
講
座
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

好
評
な
よ
う
で
あ
れ
ば
、
継
続

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今
回
は

基
礎
な
の
で
、
も
っ
と
細
か
く
知

り
た
い
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
電
子

部
品
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

挨
拶
す
る
花
岡
組
織
委
員
長

久
保
田
講
師

部品の機能などについても解説
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か
な
ど
、
皆
さ
ん
に
は
興
味
が
あ

る
か
と
思
う
。

中
級
の
講
座
も
検
討
し
て
い
る

の
で
、
要
望
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

久
保
田
講
師
は
「
講
座
の
目
的

は
、
お
客
様
満
足
度
の
向
上
を
図

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
電
子
部

品
の
基
礎
的
な
部
分
は
分
か
っ
て

い
た
い
。

電
子
部
品
の
範
囲
と
し
て
、
マ

イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
称

さ
れ
る
範
囲
に
あ
る
電
子
部
品
に

な
る
。

電
子
部
品
と
は
、
電
子
の
流
れ

を
制
御
す
る
と
い
う
位
置
付
け

で
、
印
刷
配
線
板
（
プ
リ
ン
ト
基

板
）
に
搭
載
し
、
入
力
し
た
信
号

を
制
御
し
、
出
力
す
る
回
路
を
構

成
す
る
部
品
に
な
る
。

一
方
、
プ
リ
ン
ト
基
板
だ
け
で

は
製
品
が
成
り
立
た
な
い
た
め
、

プ
リ
ン
ト
基
板

を
筐
体
に
収

め
、
筐
体
を
通

し
て
外
部
と
接

続
し
、
信
号
の

や
り
と
り
を
す

る
た
め
に
ス

イ
ッ
チ
、
コ
ネ

ク
タ
と
い
っ
た

機
構
部
品
が
あ

る
」
と
講
座
に

つ
い
て
説
明
し

た
。こ

の
他
に
、

受
動
部
品
は
、

項
目
、
記
号
、

単
位
、
回
路
図

記
号
、
原
理
・

構
造
、
適
応
さ

れ
る
法
則
・
式
、

１
０
０
名
以
上
が
組
合
講
演
会
に
参
加

部
品
の
機
能
、
代
表
特
性
、
部
品

の
種
類
を
紹
介
。
具
体
的
に
、
抵

抗
、
コ
ン
デ
ン
サ
、
イ
ン
ダ
ク
タ

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
の
か

な
ど
を
語
っ
た
。

ま
た
、
能
動
部
品
や
機
構
部
品

で
も
同
様
に
、
構
造
や
機
能
、
ど

の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
か
な
ど
に

つ
い
て
も
解
説
。

さ
ら
に
、
抵
抗
器
、
コ
ン
デ
ン

サ
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
ト
グ
ル
ス

イ
ッ
チ
、
照
光
式
押
し
釦
ス
イ
ッ

チ
、
中
継
用
コ
ネ
ク
タ
、
Ｄ

ｓ

ｕ
ｂ
コ
ネ
ク
タ
の
カ
タ
ロ
グ
の
見

方
や
注
意
点
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て
も

紹
介
さ
れ
た
。

カタログの見方についても紹介



― １０ ―

東 京 電 機 卸　第１７１号

新
鋭
社
員
６
カ
月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

入
社
し
て
か
ら
の
５
カ
月
を
総
括

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組

合
・
教
育
情
報
員
会
は
９
月
２
日
、

講
師
に
、
図
解
工
房
の
山
本
稔
氏

を
迎
え
、第

回「
新
鋭
社
員
６
カ

３３

月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」

を
全
国
家
電
会
館
で
開
催
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

事
前
に
検
討
を
重
ね
、
感
染
防
止

策
を
実
施
し
た
上
で
開
催
さ
れ

た
。冒

頭
、
藤
巻
宏
直
教
育
情
報
委

員
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
研
修
が

開
始
さ
れ
た
。

山
本
講
師
は
「
こ
の
研
修
の
目

的
は
、
入
社
し
て
５
カ
月
が
過
ぎ

た
と
い
う
こ
と
で
、
振
り
返
り
、

総
括
を
し
て
い
た
だ
く
。最
後
に
、

新
入
社
員
で
あ
る
残
り
７
カ
月
間

の
間
に
何
を
す
る
か
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
目
標
を
定
め
て
い
た
だ
く
。
ま

た
、
こ
の
５
カ
月
の
間
に
、
仕
事

で
培
っ
た
こ
と
の
再
点
検
を
し
た

い
。さ
ら
に
、改
善
策
も
考
え
て
い

た
だ
く
。
加
え
て
、
生
の
事
例
を

基
に
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

熱心に研修を受ける参加者たち
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勉
強
の
仕
方
は
色
々
と
あ
る

が
、
最
も
身
に
つ
く
の
は
生
の
事

例
に
な
る
。
成
功
事
例
、
失
敗
事

例
を
基
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
本

日
は
色
々
な
会
社
の
人
が
集
ま
っ

て
い
て
、
守
秘
義
務
や
機
密
情
報

が
あ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
固
有

名
詞
を
省
い
て
行
い
た
い
。

最
後
に
、
科
学
的
な
仕
事
で
あ

る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
学
ぶ
。

こ
の
５
つ
が
研
修
の
目
的
と
な

る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

そ
の
後
、
研
修
が
開
始
さ
れ
、

自
分
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
に

加
え
、会
社
の
理
念
や
経
営
方
針
、

年
度
計
画
な
ど
を
理
解
し
て
い
る

か
な
ど
を
確
認
す
る
仕
事
の
基
本

の
チ
ェ
ッ
ク
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
下

に
お
け
る
仕
事
の
上
で
の
注
意

点
、
仕
事
の
取
り
組
み
方
や
成
功

体
験
と
失
敗
体
験
の
洗
い
出
し
、

成
功
を
加
速
さ
せ
、
失
敗
を
未
然

に
防
ぐ
対
策
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、

計
画
・
実
行
・
検
討
・
修
正
を
繰

り
返
す
科
学
的
な
仕
事
の
進
め
方

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
ん
だ
。

最
後
に
は
目
標
設
定
な
ど
も
行

わ
れ
、
参
加
者
各
員
が
真
剣
に
目

標
を
記
入
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

研
修
終
了
後
、
山
本
講
師
は
参

加
者
の
印
象
に
つ
い
て
、「
見
て
い

る
と
、
几
帳
面
に
見
え
る
。
文
章

な
ど
を
書
か
せ
て
も
、
き
っ
ち
り

と
埋
め
て
い
る
。

ま
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
時
に
驚

い
た
こ
と
に
、
会
議
の
場
で
の
発

言
が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
聞
い
て

み
る
と
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
多
い
の
だ
が
、
直
接
の
会
議
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
少
な
い
た
め
、

会
議
で
の
有
効
的
な
あ
り
方
な
ど

の
点
で
、
訓
練
が
足
り
な
い
よ
う

に
感
じ
た
。

具
体
的
に
は
、
会
議
参
加
者
の

心
得
を
ま
と
め
て
も
ら
っ
た
際
、

『
事
前
準
備
が
足
り
な
か
っ
た
』、

『
発
言
内
容
が
ま
と
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
』な
ど
の
反
省
が
あ
っ
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
な
ど
で
、
聞
き
役
に

徹
し
て
し
ま
い
、
発
言
の
機
会
も

不
足
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
結
果

だ
と
思
う
の
で
、会
議
、ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
場
で
改
善
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
、
と
感
じ

た
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、「
ぜ
ひ
、
上
司
の
皆
様
に

お
願
い
し
た
い
の
は
、
提
出
物
の

目
標
達
成
プ
ラ
ン
に
、
私
が
コ
メ

ン
ト
を
入
れ
て
お
返
し
す
る
の

で
、研
修
参
加
者
と
上
司
の
方
が
、

１
対
１
で
面
談
を
し
て
ほ
し
い
。

で
き
れ
ば
、
目
標
達
成
プ
ラ
ン
に

一
言
、
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
て
い
た

だ
き
、
面
談
し
、
本
人
に
返
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

上
司
の
方
か
ら
、
こ
う
い
っ
た

こ
と
を
支
援
す
る
、
こ
う
い
う
と

こ
ろ
が
改
善
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
、

こ
う
い
う
こ
と
を
努
力
し
て
ほ
し

い
な
ど
、
伝
え
て
ほ
し
い
。

入
社
後
５
カ
月
が
経
過
し
、
個

人
の
特
徴
や
課
題
が
上
司
の
方
に

は
見
え
て
い
る
と
思
う
の
で
、
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
や
改
善
点

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
よ
り
細
か

い
能
力
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

研
修
を
行
う
山
本
講
師
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発
行
人

屋
宮

芳
高

編
集
委
員
長

藤
巻

宏
直

編
集
委
員

小
池

一
義

〃

渡
辺

勤

『
東
京
電
機
卸
』

機
関
誌
編
集
委
員
会

昨
年
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

ボ
ル
ボ
が
、
電
気
自
動
車
の
Ｃ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
�

４０排
出
量
（
自
動
車
の
製
造
時
か

ら
運
転
・
廃
棄
時
ま
で
を
含
め

て
計
算
し
た
Ｃ
Ｏ
�

の
排
出

量
）
に
つ
い
て
、
レ
ポ
ー
ト
を

出
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
電
気
自
動

車
は
走
行
時
の
Ｃ
Ｏ
�

は
少
な

い
が
製
造
時
の
Ｃ
Ｏ
�

が
多

く
、
内
燃
機
関
車
を
逆
転
す
る

に
は
、
世
界
平
均
で

万
�
の

１１

走
行
が
必
要
。

同
社
は
、

年
ま
で
に
車
１

２５

台
当
た
り
の
生
涯
Ｃ
Ｏ
�

排
出

量
を
、

年
比
で

％
削
減
す

１８

４０

る
い
う
。
つ
ま
り
、
現
在
は

…
…
。

（
Ｓ
）

※
本
欄
で
は
、
２
０
２
２
年

月
〜

年
３
月
ま
で
の
行
事

１１

２３

予
定
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
な
ど
、
今
後
の
動
向
が
依
然

と
し
て
見
通
し
に
く
い
こ
と
か

ら
、
急
遽
、
予
定
が
変
更
等
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇

月
（
霜
月
）

１１
月
９
日
（
水
）

時

分
〜

１１

１３

３０

時

分

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

月
９
日
（
水
）

時

分
〜

１１

１４

３０

時

分

理
事
会
（
全
国
家

１５

３０

電
会
館
１
階
会
議
室
）

月
９
日
（
水
）

時
〜

時

１１

１３

１７

組
合
講
演
会
（
全
国
家
電
会

館
５
階
講
堂
）

月

日
（
金
）
９
時

分
〜

１１

１８

３０

時

組
織
力
強
化
・
マ
ネ
ジ

１７メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
全
国
家

電
会
館
１
階
会
議
室
）

月
（
師
走
）

１２

月
２
日
（
金
）

時
〜

時

１２

１８

２０

忘
年
会
（
上
野

伊
豆
栄
・

梅
川
亭
）２

０
２
３
年

１
月
（
睦
月
）

１
月

日
（
火
）

時

分
〜

１０

１５

３０

時

新
年
名
刺
交
換
会
（
全

１８国
家
電
会
館
５
階
講
堂
）

１
月

日
（
水
）

時

分
〜

２５

１３

３０

時

分

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

１
月

日
（
水
）

時

分
〜

２５

１４

３０

時

分

理
事
会
（
全
国
家

１５

３０

電
会
館
１
階
会
議
室
）

２
月
（
如
月
）

２
月

日
（
金
）
９
時

分
〜

１７

３０

時

組
織
力
強
化
・
マ
ネ
ジ

１７メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
全
国
家

電
会
館
１
階
会
議
室
）

３
月
（
弥
生
）

３
月
７
日
（
火
）

時
〜

時

１４

１６

Ｊ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
シ
ス
テ
ム
）




